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上野虎徹
こ て つ

さんに旭日双光章
介護サービスの礎

いしずえ

を　地方自治功労
　元中川根町長の上野虎徹

こてつ

さんに旭日双光章が授与さ

れ、５月１日、静岡県庁で川勝県知事から伝達されま

した。上野さんは、昭和44年２月、中川根町議会議員

に当選、町議会議員として４期15年８カ月余、平成10

年２月には中川根町長に当選され、平成14年２月まで

１期４年の19年余りにわたり、強い信念と卓越なる識

見で地方自治の伸展に寄与されました。特に、福祉面

では、町高齢者デイサービスセンターの建設、特別養

護老人ホームの誘致など現在の介護サービスの礎
いしずえ

を築

かれました。また、中川根商工会の理事、副会長、会

長を歴任され地域の商工業の発展に貢献されました。

　この功績が認められ、今回の受章となりました。

ロンドンオリンピック　カヌー・スプリント女子カヤック

大村朱澄
あ す み

選手　母校で抱負を語る
みんな「夢」を持って！と後輩にメッセージ
　母校である本川根小学校で５月15日、大村朱澄

あすみ

選手（早

稲田大学）が３年生以上の児童48人を前にロンドンオリン

ピックに向けて語った。

――カヌーでつらいときは

「苦しいと思うと体にブレーキが掛かる。楽しく伸び伸び

やることがコツ」「乗り越えれば、楽しさが見えてくる」

――プレッシャーを克服するには

「考え方を変えること。勝たなければいけないのではなく、

勝ちたいと思う、自分の本当の素直な気持ちを持てばプ

レッシャーにはならない」

――試合に臨む前の気合いの入れ方

「ウォーミングアップの最後に必ずジャンプを５回します。

やるぞって気になります」

――オリンピックに向けての目標は

「まずはオリンピック決勝に出ること」「その先にメダルが

ある。一歩一歩夢を叶
かな

えていきたい」

――後輩に向けたメッセージ

「好きなことを続けていくこと。いまは無くても出会える

ときがきっとくる。それを見つけて欲しい。みんな『夢』

を持ってください」

　朱澄
あ す み

さんを見て感じたことは、小さい頃と比べて何も変

わっていないということ。しかし、アスリートとしての自

覚、体調管理、精神統一、考え方―　その何もかもが一流

に感じた。朱澄
あ す み

さんの「成長」をファンの一人として追い

かけます。

　次に会えるのは７月16日に文化会館で開催予定の「ロン

ドンオリンピック壮行会」
※
。成長し続ける朱澄

あ す み

さんに皆さ

んで会いに行きましょう！

【問】　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター（59）3332

※詳細は実行委員会等で決定するとのことで日程以外は未

定です。

韓国・奉化
ボ ン フ ァ

郡長　表敬訪問
同じ山間地域　お茶とＳＬに興味を示す
　韓国・奉化

ボンファ

郡の朴魯旭
パクノウク

郡長を始めとする奉化
ボンファ

郡訪問

団10名が４月25日に川根本町を訪れました。表敬理由

は観光資源としてＳＬとアプト式鉄道に注目しており、

本町と意見交換し、相互交流の可能性を探るため。

　同じ山間地に位置するため、観光や地域の課題につ

いて共感する部分が多く、終始和やかなムードで意見

交換が行われ「お茶がおいしい」と感激していました。

T o p i c s

川根本町の

まちの話題
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日本一清楚な温泉保養地を目指して

今年で開湯50周年を迎える
寸又峡温泉で記念イベント
恒例の温泉感謝祭は今年はなんと３日間も開催。

いろいろなイベントや取り組みが予定されています。

開湯50周年を迎える寸又峡温泉から目が離せない！期間中このマークのバッチを
付けて、おもてなし

「奥大井の民話」酒ビン登場
県内酒造メーカーの日本酒・焼酎 ５種類

　50周年を記念して地元をモチーフとした酒ビ

ンのプライベートラベルを作成しました。出来

上がったのは県内酒造メーカーの日本酒と焼酎

で、取り上げた民話は５話。

　本町崎平出身の版画家・前沢妙子さんが日本

酒のラベルを、静岡市清水区出身の画家・村松秀

太郎さんが焼酎のラベルの絵を描き上げました。

　このお酒は寸又峡温泉の旅館、ホテルや商店

で購入できるとのことで、本町のおみやげとし

ても喜ばれそうですね。

問い合わせ先
寸又峡温泉開湯50周年事業実行委員会事務局

0547（59）2746（本町まちづくり観光協会内）

寸又峡美女づくりの湯観光事業協同組合

0547（59）1011

半世紀前の郷土料理を再現
開湯当時を振り返り、郷土料理を後世に伝承

　再現されたのは、昔ながらの食材と料理法

で作られた約40品の五穀米、あわ、山菜、根

菜料理など。試食した組合員からは「昔食べ

ていたものばかりで感慨深い」などと話して

いました。

　評判だったのが「いもがらのしし肉巻」「実

そばのくず煮」「いのこもち」など。

　この料理は９月の５の付く日に宿泊客に提

供されるほか、温泉感謝祭での提供を検討中

とのこと。

【今後の予定】

①７月１日　開湯50周年記念式典

まちづくりフォーラム

「若者が地域を変える」とコラボ企画

（６月30日・７月１日の２日間）

②７月７日　南アルプス寸又峡口山開き

③９月29日　トレイルランin寸又峡

④10月15日～11月５日　和紙のあかり展

⑤10月27日　奥大井もみじまつり

⑥12月５～７日　寸又峡温泉感謝祭

（グランドフィナーレ）

※日程は主催者発表のものです。変更する場合が
ありますので、問い合わせください。


